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論 文 内 容 の 要 旨

1.問 題 の 所 在

近 年 、 子 ども の登 校 拒 否や い じめ 、 犯 罪 の低 年 齢 化 、 社 会 性 の欠 如 とい った 問題 が 顕 在 化 し

つ つ あ る と言 わ れ る。J.ハ ー バ マ ー ス が 適 切 に も指 摘 した よ うに、現 代社 会 にお いて 、そ う し

た 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力 の 貧 困 化」 が 避 け が た い 事 態 と して あ らわ れ て き て い るの は 事 実

で あ る 。 だ が 、 こ の 問題 を解 明 して い くた め に は、 それ らの事 態 を安 易 に 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョ

ン の問 題 」 とか 「豊 か な 社 会 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン病 理」 と特 徴 づ け る ので はな く、そ の 前 に、

コ ミ ュニ ケ ー シ ョン の論 理 構造 を 説 明 す る枠 組 み を十分 に 整 え る こ とが 不 可 欠 の作 業 で あ る と

筆 者 は考 え て い る。 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン をお こな う とは い か な る こ とな のか の論 理 を 把握 で き

て は じめ て、 現 代 社 会 が か か え る 人 間形 成 の 問題 へ とア プ ロー チ して い く道 が 開か れ る の で は

な い だ ろ うか 。

そ こで 有効 な 手 が か りを与 え て くれ る の は、 ハ ーバ マ ー スが 、 コ ミ ュニ ケー シ ョン 能 力 の概

念 をめ ぐ って 展 開 して い る下 の五 つ の論 考 で あ る。 筆 者 は、 これ ら の論 考 を ま と め て ハ ー バ

マー ス の 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョン能 力論 」 と呼 ぶ 。

1「 普 遍 的語 用 論一 コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力論 にか ん す る考 察 」(1970/71)
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「コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力論 に か んす る予 備 的 考 察 」(1971)

「相 互 行 為 能 力 の発 達 にか んす る ノー ト」(1974)

「道 徳 発 達 と 自我 アイ デ ン テ ィテ ィ」(1976)

「道 徳 意 識 とコ ミュニ ケ ー シ ョン行 為 」(1983)

これ らの論 考 は、 単 にそ れ ぞ れ コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 の概 念 をめ ぐ って 論 じ られ た も の と

して 捉 え られ るば か りで はな い。 論 考1か らIVに い た る ま で 、 一 連 の 展 開 過 程 を もつ も ので あ

る。 見 方 に よ って は、 論 考1か ら皿 は議 論 の 中途 段 階 にす ぎず 、 最後 の 論考IVの み が 検 討 に値

す る と言 う こと も で き るか も しれ な い。 けれ ど も、 筆 者 は 、 そ の つ どの 論考 で 獲 得 され た視 点

や 知 見 が 重 層 的 に積 み重 ね られ た総 体 と して 、 「コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力論 」 が あ る と考 え る。

本 論 文 は 、 こ の 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力 論 」 の 展 開 過 程 を追 う と と もに 、 そ こ に み られ る

独 自 の論 理 構 成 に注 目す る こ と に よ っ て、 「コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン能 力 論」 の 基 本 枠 組 み を と り

だ す こ と を課 題 と して い る。そ の う えで 、そ う した枠 組 み に も とつ い て 人 間 形 成 を捉 えな お し、

「コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力論 」 が 、 人 間形 成 の問 題 を考 え て い く うえ で どの よ うな 手 かが りを

与 え て くれ るの か を 明 らか にす る も ので あ る。

2.人 間 形成 の 問題 とハ ーバ マ ー ス 理論

か つ て の西 ドイ ツ教 育 学 で は 、 人 間 形 成 の あ り方 をめ ぐ って ハ ー バ マ ー ス 理 論 の有 効 性 を確

か め よ う とす る試 み が な され た 。な か で も特 徴 的 な 議 論 が 二 つ あ る。ひ とつ は、「解 放 的教 育 学 」

の 立 場 に立 つK.モ レ ンハ ウ ア ー が 、 論 考1を 自 らの立 場 に い ち 早 く導 入 し よ う と した 試 み で

あ る。 も うひ とつ は、 『コ ミ ュニ ケ ー シ ョン行 為 の 理 論 』(1981)が 教育 学 的 な 問 題 構 成 と は基 本

的 に相 容 れ な い と結 論 づ け る に いた った 、J.エ ル カ ー ス の 議 論 で あ る。

彼 らの 議 論 は 、 当時 の 西 ドイ ツ社 会 に固 有 の 問題 状況 の な か で、 教 育 の果 た す 役 割 を模 索 し

た もの で あ り、そ う した ハ ー バ マ ー ス 受 容 の 是 非 を 安 易 に判 断 す る こ とは で き な い。 だ が 、「コ

ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力 論 」 の 立 場 か ら言 うな らば 、 彼 らは 、 ハ ー バ マ ー ス理 論 の 展 開 可 能 性 を

十 分 に導 き 出 す こ と に成 功 して い る とは 、 必 ず し も言 え な い。

まず 、モ レ ンハ ウ ア ー によ る 論考1の 受 容 の しか た の特 徴 と して は、次 の二 っ が 挙 げ られ る。

ひ とつ は、 ハ ー バ マ ー ス が言 う コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力 を、 真理 性 や 正 当性 を あ らた めて 問 い

直 す よ うなデ ィス クル ス をお こな う能 力 と して捉 え た うえ で、 そ の能 力 の獲 得 を教 育 目標 と し

て 設 定 した こ とで あ る。 も うひ とつ は、 教 育 学 的 な根 本 問題 を相 互 行 為 とい うパ ラダ イ ム の も

とに位 置 づ け な お そ う とす る課 題意 識 を も ち、 ハ ー バ マ ー ス の コ ミ ュニ ケー シ ョ ン論 をそ の 土

台 と して 生か そ う と考 え た こ とで あ る。

論考1を み る と、確 か に コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力 は、 デ ィ ス クル ス を お こな う能 力 を含 む も

の と して理 解 す る こ とは 可能 で あ る。 だが 、 モ レ ンハ ウ アー が この 能 力 を、 「獲 得 す べ き 目標 」

と して 位 置 づ けた こ と には 問 題 が あ る。 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力 論 」 の な か で ハ ー バ マ ー ス

は、 相 互 行 為 の発 達 段 階 を整 序 して い く。 デ ィス クル ス の概 念 は、 そ う した 議 論 の な か で は じ

め て、 明示 化 され る もの で あ る。 そ こで は、 デ ィス クル ス はそ の発 達 段 階 のな か で 最 も高次 の

段 階 に位 置 づ け られ て い る。 だが 、 だ か らと い って 、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力 は、 デ ィス クル

ス をお こな う能 力 と全 く等 価 で は な い し、 デ ィス クル ス の段 階 が 、 人 間 が 到 達 す べ き段 階 と し

て 位 置 づ け られ て い るわ けで も な い。
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また 、 モ レ ンハ ウ ア ー が、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン論 的な 視 点 にた つ こ との必 要 性 を 提起 した こ

と につ いて は、 筆 者 はそ れ を高 く評 価 した い。 だ が 、 敢 え て 言 え ば 、 彼 は教 育 的 関 係 を、 相 互

行 為 をモ デ ル に 捉 え る こ とが 不 可 欠 だ と言 う も の の、 そ の こ との 単 な る 指 摘 に と どま って い

る。 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力 論 」 を とお して ハ ー バ マ ー ス は、 相 互 行 為 の構 造 の 論 理 的 な 把

握 を精 緻 化 させ て い く。 そ う した 議 論 の展 開 を追 って は じめ て 、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン論 を土 台

と して 教 育 的 関係 を把 握 しな お す こ と も ま た可 能 にな るで あ ろ う。

次 に注 目 した い の は、 エル カ ー ス の議 論 で あ る。 彼 の 議 論 が 特 徴 的 な のは 、 学 校 教 育 制 度 と

そ こで お こな わ れ る 教 育 的 行 為 を念 頭 に お き な が ら、 『コ ミ ュニ ケ ー シ ョン行 為 の 理 論 』 の有

効 性 を検 証 して い る こ とで あ る。 エ ル カー ス は結 局 の と こ ろ、 シス テ ム と生 活 世 界 の概 念 や 、

コ ミ ュニ ケ ー シ ョン行 為 の概 念 によ って は、 教 育 制 度 も教 育 的 行 為 も捉 え る こ とが で きな い と

判 断 した 。 当時 の教 育 学 にた い して 、 ハ ー バ マ ー ス 理 論 を これ 以 上 軽 率 に受 け いれ な い よ う注

意 を促 して さ え い る。

筆 者 か らみ る と、 エ ル カ ー ス は、 シ ス テ ム と生 活 世 界、 あ る い は コ ミ ュニ ケ ー シ ョン行 為 の

概 念 を、 実 体 主 義 的 に理 解 して しま っ て い る。 そ う した概 念 の 表 層 的 な 理解 に よ って は、 そ こ

に教 育 の 問題 が 位 置 づ け られ て い な い と結 論 づ け て しま う の も当 然 で あ る。 よ り大 き な 問 題

は、 エ ル カ ー ス が 教 育 実 践 か ら出 発 して 教 育 的 関 係 を捉 え よ う とす る あ ま り、 ハ ー バ マ ー ス 理

論 の有 効 性 を 導 き 出 せ な い ま ま に そ の 受 容 を放 棄 して し ま っ て い る こ と で あ る。 「コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン能 力 論 」 は 、 人 間 形 成 の あ らゆ る 局 面 に通 用 す る枠 組 み を 提示 して い る。 学 校 と い

う場 の教 師 一生 徒 関 係 に と どま らず 、 家 族 の な か の親 一子 関係 、 あ る い は子 ど も同 士 の 関 係 、

大 人 同士 の 関 係 と い った 、 あ らゆ る対 話 関 係 の論 理 をそ の射 程 に含 ん で い る。 そ う した論 理 を

抽 出 して み て は じめ て 、 教 育 の 問題 も ま た、 ハ ー バ マー ス 理 論 の も とに適 切 に 捉 え な お さ れ る

はず で あ る 。

こ う して み る と、 人 間 形成 とい う 問題 を考 えて い くに あた って は、 ハ ー バ マ ー ス理 論そ の も

の の 発 展 を十 分 に見 据 え、 「コ ミ ュニ ケー シ ョン能 力論 」 と い う名 の も と にそ の 有 効 性 を探 求

して い く こ とが 必 要不 可 欠 な作 業 で あ る とい う こ とが 、 あ らた めて 確 認 で き る。

3.「 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力 論」 の展 開 過 程

で は、 「コ ミュ ニ ケー シ ョン能 力論 」 とは どの よ うな 議 論 な の だ ろ うか 。

論 考1で 、 ハ ー バ マ ー スが 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力 」 と言 う場 合 には 、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ

ン に参 加 して い る者 が 発 話 の さ い に文 法 的 な 規 則 体 系 に従 う力 を意 味 して い る。 そ う した 規 則

体 系 を再 構 成 す る作 業 と して 、発 話 行 為 の二 重 構 造 と い う考 え 方 が 提 示 され る 。二 重 構 造 とは 、

対 人 関 係 を維 持 す る問 主 観 性 の レベ ル と、 意 思 疎 通 す る 内 容 を あ らわ す対 象 の レベ ル の こ とで

あ り、 こ の二 重 構 造 の も と に、 発 話 が 成 立 す る と考 え られ る。 こ こで は、 こ う した 発 話 の 一 般

的 構 造 を 析 出 す る とい う普遍 的語 用 論 の営 み が、 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 能 力 論 」 と して 構 想 さ

れ て い る 。 だ が 、 発 話 の構 造 は 導 き 出 され る もの の、 それ が 、 どの よ うな 能 力 を駆 使 した もの

な の か に つ いて は 、 と く には 論 じ られ て い な い。

論 考Hに な る と、 能 力 が よ り主題 的 に扱 わ れ る よ うに な る。 注 「目す べ き こ とは次 の三 つ で あ

る。 第 一 に、 能 力 を、 認 知能 力、 言 語 能 力、 相 互 行 為 能 力 と い う三 つ の次 元 に 区別 す る こ とが

提 案 さ れ 、 これ らの 能 力 が、 環 境 に た い して 自 らを境 界 づ け る 自我 の働 き と して捉 え られ る こ

と、 第 二 に、 これ らの 三 つ の次 元 の うち、 相 互 行 為 能 力 に重 きが お か れ て い る こと、 第 三 に、
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そ う した能 力 の発 達 段 階 を追 究 し よ う とい う関 心 が 現 れ る こ とで あ る。

こ こで は、 発 達 段 階 につ いて 詳 細 な検 討 が な され て い る とは 言 え な い し、 後 に鋭 い 目が 向 け

られ る こ とに な る発 達 の論 理 につ いて も、 ま だ主 要 な 関 心 の 閾 には 達 して い な い。 だ が 、 こ こ

で 発 達 段 階論 へ の 関心 が 生 まれ る こ とは、 見 逃 せ な い。 ま た 、 相 互 行 為 能 力 と い うか た ち で 能

力 を捉 え よ う とす る視 角 が 明 確 に打 ち 出 され た こ と も、 重 要 で あ る。

続 く論 考 皿で は、 論 考 ■で 残 され た 課 題 が 継 承 され る 。 発 達 の 構造 そ の もの に迫 る こ と、 そ

れ に も とつ いて 発 達 段 階 を整 序 す る こ とが 、課 題 と して掲 げ られ る。 ハ ーバ マ ー ス は、L.コ ー

ル バ ー グ が提 示 した道 徳 意 識 の 発 達 段 階 を概 観 し、 そ の 発 達 段 階 を、 規 範 の 認 知、 行 為 動機 、

役 割 演 技 とい う三 つ の次 元 か ら分 析 す る こ とに よ って 、 各 段 階 にお け る相 互 行 為 の あ り方 を把

握 す る。 そ の うえ で、 この発 達 段 階が 、 確 か に 「役 割 適 性 の ヒエ ラル ヒー 化 」 とい う こ と を根

拠 に した 発達 の過 程 を あ らわ して い る と判 断す る。 さ らに、 相 互 行 為 能 力 と道 徳 意 識 の発 達 段

階 とを対 応 させ て 発達 段 階 を整 序 しなお す さ い に は、 実 践 的 デ ィス クル ス をそ こ に位 置 づ け よ

う とす る。 だ が、 こ の時 点 で は 、 「役割 適性 の ヒエ ラル ヒー 化 」 につ いて の 説 明 は 十 分 で な い。

ま た、 実 践 的デ ィ ス クル ス につ いて も、 発 達 段 階 のな か に位 置 づ け る必 要 が 説 か れ る に と どま

る。

これ ら の こ とが 明確 化 さ れ る のが 、 論 考IVで あ る 。 こ こで 注 目す べ き は 、 「パ ー ス ペ ク テ ィ

ヴ構 造 の複 合 的発 達 」 とい うハ ー バ マ ー ス 独 自の ア イ デ ア で あ る 。 「パ ー ス ペ ク テ ィ ヴ構 造 の

複 合 的 発 達」 を基 軸 と して 、 相 互 行 為 の プ レ慣 習 的段 階 か らポ ス ト慣 習 的 段 階 に いた る発 達 の

過 程 が 整 序 され て い る。 また 、 実 践 的デ ィ ス クル ス は、 そ れ まで は 慣 習 的 に従 って い た 社 会 的

規 範 や価 値 を仮 説 的 な態 度 で 吟 味す る こ との で き る、 相 互 行 為 の ポ ス ト慣 習 的 段 階 に位 置 づ け

られ る こ とに な る。 こ こで は 、 論 考1以 来 の議 論 展 開 が 一 応 の 完 成 を見 るの で あ り、 この意 味

で 論 考IVは 、 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力論 」 の到 達 点 と して 位 置 づ け られ る。

4.普 遍 的 語 用 論 の確 立一 対 話 関 係 の論 理 の析 出

論 考 皿 と論 考IVの あ い だ には 、 『コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン行 為 の 理 論 』 が 位 置 して い る。 そ こで

普 遍 的 語 用 論 の 立 場 が 明確 に打 ち 出 され た こ とは、 そ れ まで 未 完 の ま ま に終 わ って い た 「コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョン能 力論 」に と って 、論 考IVを 準 備 す る用 意 を与 え て くれ た に違 い な い。 逆 に、

『コ ミ ュ ニ ケー シ ョン行 為 の理 論 』 を見 て み る と、 そ こで は 「言 語 能 力 が あ り行 為 能 力 の あ る

行 為 主 体 」 が 想 定 され てお り、 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョン 能 力 論 」 の 構 想 が そ の 背 景 に位 置 して い

た と考 え られ る。

一 方 、 論 考1は 、 ハ ー バ マ ー ス が 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン論 的転 回」 を遂 げ た とさ れ る論 考 で

も あ り、コ ミ ュ ニケ ー シ ョン行 為 理 論 の 出発 点 とみ な さ れ る。 こ う して み る と、「コ ミ ュニ ケ ー

シ ョン能 力論 」 と コ ミ ュニ ケ ー シ ョン行 為 理 論 とは 、 出 発 点 を 同 じ く しな が ら、 理 論体 系 上、

互 い に前 提 しあ う 関係 に あ る と考 え て よ い。 論 考1を 出 発 点 と して コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン行 為 理

論 の確 立 へ と至 る た め には 、 そ の前 提 に 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力論 」 の展 開過 程 が不 可 欠 で

あ っ た し、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン行 為 理 論 が 確 立 さ れ て こそ 、 「コ ミ ュニ ケー シ ョン能 力論 」 が

論 考IVへ と到 達 す るわ け で あ る 。

そ う して み る と、 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力論 」 の全 体 を精 確 に 理 解 す る た め に は 、 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョン行 為 理 論 の 内実 とそ の 基 本 的 立 場 を把 握 してお く こ とが 不 可 欠 で あ る。

『コ ミ ュニ ケ ー シ ョン行 為 の理 論 』 にお い て ハ ー バ マ ー ス は 、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン行 為 の 概
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念 を特 徴 づ け る た め に、 対 話 関係 の も とに 発 話 の 一 般 的構 造 を と りだ す 作 業 をお こな っ て い

る。 そ の さ い、J.L.オ ー ス テ ィ ンの 言 語行 為 論 を再 構 成 した うえ で そ れ を 自 らの 議論 の 姐 上 に

載 せ 、 事 実 確 認 的発 話 行 為 、 規 制 的 発 話 行 為 、 表 出的 発 話 行 為 と い う三 つ の 発 話行 為 を 分 類 し

た こ とは、 よ く知 られ て い る。 だ が 、 この こ とは 、 言語 行 為 論 の 単 な る 部 分 的 な修 正 と して考

え られ て は な らな い。 オ ー ス テ ィ ンは 確 か に、 発 話 の 相 手 と して の聞 き 手 の 存 在 を考 慮 にい れ

て お り、発 話 を、主 張 や 約束 や 告 白 とい っ た 発 話 内 の 力 を もつ 社 会 的 な もの と して捉 え て い る。

しか し、 オー ス テ ィ ンが 問題 に して い る発 話 は 、 あ く まで 発 話 の レベ ル に と ど まっ て い る よ う

に、 筆 者 に は見 え る。

オ ー ス テ ィ ンが 、 単 に聞 き 手 に向 け られ て い る とい う意 味 で 発 話 につ い て 議 論 して い た の と

は 違 って 、 ハ ー バ マ ー ス は、 話 し手 と聞 き 手 との あ い だ で行 為 調 整 が い か に 実 現 され る か を 問

題 に して い る。 つ ま り、 意思 疎 通 に指 向 して い る話 し手 は 、 聞 き 手 に よ っ て 発 話行 為 を 受 け い

れ て も らうた め には 、 自 らの発 話行 為 が 妥 当 で あ る こ とを 聞 き 手 にた い して 承 認 して も らえ る

よ う求 め るは ず な の で あ り、 さ き の 三 つ の 発 話 行 為 は、 そ う した行 為 調 整 の あ り方 を 主題 化 し

た もの で あ る と理 解 で き る。 この よ うに、 ハ ー バ マ ー ス は、 単 な る発 話 を扱 っ て い る の で は な

く、 対 話 関 係 のあ り方 を主題 化 して い た の で あ っ て、 そ こに は極 め て 重 要 な 転 換 が あ っ た と見

な け れ ば な らな い 。

従 来 のハ ー バ マ ー ス研 究 にお い て は、 ウ ェー バ ー の行 為 理 論 との違 い に 目が 向 け られ る こ と

に よ っ て 、 ハ ー バ マ ー ス のそ れ が 、 モ ノ ロー グ モ デ ル か らダ イ ア ロ ー グ モ デ ル へ の転 換 を は

か っ た もの と して 特徴 づ け られ て きた 。 つ ま り、単独 の行 為者 が意 図す る主 観 的 な意 味 で な く、

複 数 の行 為 者 た ち の あ いだ の発 話 のや り と りに も とつ いて 、 社 会 的行 為 を説 明 しよ う とす る の

が 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン行 為 理 論 の特 質 で あ る とされ て き た。

だ が、オ ー ス テ ィ ンの言 語 行 為 論 との 違 い を考 慮 す る な らば 、ハ ー バ マ ー ス が 、コ ミ ュニ ケ ー

シ ョン行 為 理 論 の本 質 にか か わ る、 よ り重 要 な転 換 を 図 っ て い る と言 わ な けれ ば な らな い。 そ

れ は、 単 に複 数 の行 為 者 た ち の 発 話 のや りと りを主 題 化 す る ので はな く、 そ う した や りと りの

な か に、 話 し手 が 掲 げ る妥 当 要 求 を互 い に承 認 す る と い う対 話 関 係 の 論 理 を析 出 した こ とで あ

る。 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン行 為 理 論 は 、 こう し た こと に こそ そ の本 質 が 見 いだ され るべ きで あ る

こ と を、 筆 者 は 強 調 した い。

5.「 コミ ュ ニケ ー シ ョン能 力 論 」 の 論 理 構 成

人 間 形 成 とい う問 い を考 えて い く に あ た っ て、 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力 論 」 は ど の よ うな

有 効 な視 点 を提 供 して くれ る の か。 そ の こ と を明 らか に す る た め の手 が か りを 与 え て くれ る の

が 、 論 考IVで 見 られ る彼 独 自の 論理 構 成 の しか た で あ る。

論考IVの な か で ハ ーバ マ ー ス は、 行 為 者 が とるパ ー ス ペ ク テ ィ ヴ構 造 に注 目 して い る。 行 為

者 が どの よ うな パ ー ス ペ クテ ィ ヴ構 造 を とる か に よ って 、 そ こでお こな われ る行 為 調 整 が 方 向

づ け られ 、 い くつか の タイ プ の相 互 行 為 の あ り方 が 特 徴 づ け られ る。

まず 、 相 互 行 為 の プ レ慣 習 的段 階 で は、 我 一汝 パ ー ス ペ クテ ィ ヴが 機 能 す る こと に よ って 、

わ た し とあ なた の立 場 にた って 行 為 指 向 を交 差 させ 、 互 い の行 為 指 向 を調 整 す るよ うな 相 互 行

為 が お こなわ れ る。 次 に、 相 互 行 為 の慣 習 的段 階で は 、 観 察 者 のパ ー ス ペ クテ ィ ヴが 入 り込 む

こ と を契 機 と して 、 話 し手 パ ー ス ペ クテ ィ ヴ と世 界 パ ー ス ペ クテ ィヴ が そ れ ぞ れ に完 成 す る。

そ うす る と、 行 為 者 た ち の あ いだ で は 、 わ た し と あな た の行 為 指 向 の 結 び つ きそ れ じた い を第
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三者 の立場か ら理解 し、社会 的世界 に目を向けなが ら行為 調整 がお こなわれ る。最後 に、相互

行為 のポス ト慣習 的段階 においては、話 し手パースペクティヴ と世界パ ースペクティヴ とが調

整 され、相手 もまた何 らかの世界パースペクテ ィヴを獲得 して いる ことを知 っている とい うこ

とを互 いに受け いれ る。 こうしたパースペクティヴをとる ことによって、 これ まで互 いに了解

して いたはず の世界 を仮説的に吟味す る ことが可能 にな り、実践 的デ ィスクル スをつ うじた行

為調整が可能 にな る。

これ らの三 つの相互行為 は、単 なる相 互行 為の タイプ を示 した もので はな く、 「パースペ ク

テ ィヴ構造 の複合的発達」 の論理に もとついて、相互行為 のプ レ慣習 的段階か ら、慣習的段階

をへて、ポス ト慣習的段 階にいたる発達 の過程 として整序 され る。

その うえでハーバマースは、 各段 階の相互行為 のあ り方 に、道徳意識が どのようにあ らわれ

てい るか を説明す る。ポス ト慣 習的段 階の相互行為 にお いては正義 の観念がみて とれ るし、慣

習 的段階の相互行 為には、そ の行為者が属す る社会 のルール を身 につ け、何 らかの社会的役割

の担 い手 と してふ るまうよ うな道徳 判 断がみて とれ る し、プ レ慣 習的段 階 の相 互行為 をみれ

ば、子 ども同士 で互 いの利害 関心 を補償 しあお うとする判断や、 親や先生の言 うことには従お

うとする判 断 として、道徳指 向がみて とれ る という。

このよ うに各段階の相互行為 には、確か にそれぞれの道徳意識があ る。だが、 こうして道徳

意識 を取 り出す ことはで きて も、それ らの道徳意識が、果た して一定の段階 をへて発達するの

か どうか についての説 明は、 まだ十分ではな い。

そ の ことを説明 して くれ るのが、 「パースペ クティヴ構造 の複合 的発達」 の論理 にほか な ら

な い。相互行為 の発達段階が この論理 に貫かれているか らこそ、 そ こにみいだ され る道徳意識

もまた、そ のような段階 をへて確か に 「発達」する ものである と言 える。

こ こでハーバ マースが念頭 においている のは、 コールバ ーグによる道徳意識 の発達段 階論で

ある。ハーバマースか らすれば、彼の発達段階論は、道徳 的価値 の内容 を 「よ り適切な」順 に

並 べた もので あ り、道徳 的価値 をいわば その内容 に応 じてあ らか じめ順 序 だて る ことによっ

て、発達 の過程 を説明 してい るとみなさざ るをえない。 これ にたい してハーバ マースは、道徳

判断 とパースペ クテ ィヴ構造 とを厳 密 に区別 し、道徳 的価値 の内容 に左右 され ない純粋 に形式

的なパースペクテ ィヴ構造 を基軸 とす る ことによって、発達 の論理 を整 えて いる。パースペ ク

テ ィヴ構造の発達 の過程が、発達 の論理 に貫 かれ ているか らこそ、道徳意識 を段 階的に位置づ

け ることがで きるとい うのが、 発達段 階を定式化す るにあたって のハーバマ ースの論理構成 の

しかたである。

6.コ ミ ュニ ケ ー シ ョン と人 間 形成

以 上 の 検 討 を ふ ま え る な らば 、 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力 論 」 が も つ基 本 枠 組 み の特 徴 と し

て、 三 つ 挙 げ られ る。 第 一 に、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力 の 概 念 の 捉 え方 で あ る。 一 般 的 に イ

メ ー ジ され る よ うな、 言 語 を操 った り身 振 り手 振 りを交 え た りして 自分 の 意 思 を相 手 に精 確 に

伝 え る とい っ た こ とを意 味 す る ので は な く、 相 手 と対 話 関 係 を結 ぶ 力 、 す な わ ち 相 互 行 為 に 参

加 す る 力 と して コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力 の概 念 が 把 握 され て い る。 第 二 の特 徴 は、 「パ ー ス ペ

クテ ィ ヴ構 造 の複 合 的 発 達 」 と い う考 え 方 が 、 発 達 段 階 を 貫 く発 達 の 論 理 と して 提 示 され て い

る こ とで あ る。 第 三 に、 相 互 行 為 の あ り方 に密 接 に連 関 す る もの と して 、道 徳 意 識 が位 置 づ け

られ て い る こ とで あ る。 しか も、 この 道 徳 意 識 の 発 達 が、 道 徳 的価 値 の 内容 の よ り低 い段 階 か
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らよ り高 次 の段 階へ と序 列 を与 え られ るの で は な く、 形 式 的 な 発 達 の論 理 を基 軸 とす る こ と に

よ って 整 序 され て い る点 は、 注 目 に値 す る。

こ う した 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力 論 」 の 基本 枠 組 み は 、 人 間 形 成 を、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン

能 力 の発 達 の過 程 と して 捉 え て い る と言 え る。 そ の さ い第 一 に 、 人 間 に具 わ って い る本 質 的 な

力 を、 相 互 行 為 に参 加 す る 力 と して 把 握 す る点 、 しか もそ こに 密 接 不 可 分 に結 び つ く もの と し

て 道徳 意 識 が 位 置 づ け られ る点 が 重 要 で あ る。 第 二 に、 そ う した 能 力 が 形成 され て い く段 階 を

説 明 す る さ い に、 行 為 者 が 何 を 正 しい と判 断 して い る か とい う道 徳 意 識 の 内 容 にお う じて 整 序

す る の で な く、 「パ ー ス ペ ク テ ィ ヴ 構造 の 複 合 的 発 達 」 の論 理 を基 軸 にす え る こ とに よ っ て 定

式 化 して い る点 も また、 重 要 で あ る。 この よ うに、 人 間 の 能 力 を 相 互 行 為 に参 加 す る力 と して

捉 え、しか もそ う した 能 力 の発 達 の 過程 を整 序す る論 理 を準 備 して い る こ とは 、「コ ミ ュニ ケ ー

シ ョン能 力 論 」 が もつ 、 人 間 形 成 を捉 え る 理 論枠 組 み と して の 可 能 性 を示 して い る。

で は 、 人 間 形 成 を この よ うに 捉 え な お す こ とは、 人 間形 成 の 問 題 にア プ ロー チ して い く にあ

た っ て 、 ど の よ うな 示 唆 を提 供 して くれ るだ ろ うか 。 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力論 」 は まず 、

相 互 行 為 とか け 離 れ た と ころ に何 か 純 然 た る も の と して 正 しい道 徳 意 識 が あ る とは考 え な い。

道徳 意 識 は 、 そ のつ どの 相互 行 為 の あ り方 に 密接 不 可分 に 埋 め込 ま れ て い る もの な の で あ り、

パ ー ス ペ ク テ ィヴ 構 造 の あ り方 に も とつ い て は じめ て、説 明 され る もの で あ る と考 え る。次 に、

「コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力論 」 は、 道 徳 意 識 の発 達 と い う も の を 説 明す る に あ た っ て もま た、

道 徳 的 に 正 しい 一 連 の道 徳 意 識 の発 達 段 階が 、 獲 得 す べ き も の と して 自立 的 に 存在 して い る と

は考 え な い 。 しか も、 そ う した特 定 の道 徳 的価 値 が 内面 化 され る こ と によ っ て 道徳 意 識 が 発 達

す る、 とは 考 え な い。 あ くまで 、 パ ー ス ペ クテ ィ ヴ構 造 が 発 達 す る の に した が っ て、 それ に対

応 す る 道 徳 意 識 も また、 一 連 の段 階 を へ て 発 達 す る も の で あ る と考 え る。 第 三 に、 「コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョン 能 力論 」 は、 人間 形 成 の具 体 的な あ り方 を判 断 す る さ い に も ま た、 それ が価 値 的 に

み て 高 い あ る い は低 い とい う評 価 の しか た をす る こ とか ら免 れ る こ とが 可能 とな る。 第 四 に、

「コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力 論」 は 、 人 間 の 能 力 を相 互 行 為 に参 加 す る 力 と して 捉 え る こ と に

よ って 、 そ の 力 が形 成 され るた め の契 機 とな るは ず の対 話 関 係 の論 理 を、 そ の枠 組 み のな か に

す で にお さ め て い る。 と って つ けた よ う に、 他 者 と の相 互 作 用 の なか で そ う した能 力が 獲 得 さ

れ る とい うの で は な く、 対 話 関 係 の相 手 との行 為 調 整 をつ う じる こ と以 外 に は そ の能 力 は獲 得

され えな い とい う こと を説 明 す るた め の枠 組 み を、 み ず か らの理 論 構 成 のな か にす で に用 意 し

て い る と言 え る。

以 上 、 本 論 文 は 、 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 論 」 の検 討 を とお して そ の 基 本 枠 組 み を と りだ

す こと に よ っ て、 そ こか ら人 間 形 成 と い う 問題 にア プ ロー チ して い くた め の手 がか りを得 る こ

とが で きた 。 そ こで は 、 人 間 形 成 は 、 そ の つ どの 対 話 関 係 の な か で パ ー ス ペ ク テ ィ ヴ構 造 が 再

編 成 され る過 程 、 さ らに は、 そ の こ と をつ う じて そ れ に対 応 す る 道 徳 意 識 が 獲 得 され て い く過

程 と して 示 され た 。 この 立 場 は 、従 来 、 人 間 の発 達 の あ り方 を 捉 え る こ と をそ の 中心 的 な 課 題

と して きた 社 会 化 論 や 人 間 形 成 論 に た い して、 重 要 な 示 唆 を与 え る も ので あ る と考 え られ る。

今 後 は 、 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力 の貧 困 化 」 の 事 態 が どの よ うな 意 味 で 問 題 な のか を考 え て

い くた め に必 要 な 概念 装 置 を、 さ らに 慎 重 に整 え て い く必 要 が あ る と筆 者 は 考 え て い る。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本 論文 は、 ユ ル ゲ ン ・ハ ー バ マー スが 公 刊 した 数 多 くの論 考 のな か か ら 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョ

ン能 力論 」 と呼 ば れ る べ き理 論 体 系 を抽 出 し、 そ の論 理 構 成 を解 明す る と と も に、 そ の緻 密 な

分 析 を とお して 、 現 代 社 会 にお け る 人 間形 成 の 問題 にせ ま るた め の 基 礎 理 論 と して ハ ーバ マ ー

ス 理 論 を と らえな おす こ とをめ ざ した も ので あ る。

論 者 は第1章 「問題 の所 在 」 にお いて 、 現 代 社 会 にみ られ る さ まざ まな 社 会 病 理 を コ ミ ュニ

ケ ー シ ョン の 問題 と して と らえ な お す アプ ロー チ が 現 代 社 会 学 にお い て 有 力 な も の とみ な され

て い る こ とに着 目 し、 そ の う えで 、 そ う した 研 究 アプ ロー チ は 、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン を理 論 的

に解 析 す る 装 置 を十 分 に準 備 しえ て いな い た め に、 結 局 の と ころ 問 題 の提 示 に と ど ま っ て し

ま っ て い る こと を指 摘 す る。 論 者 は、 そ う した 理 論 的 空 白 を埋 め る とい う問 題 意 識 の も と に、

ドイ ツ の代 表 的 な 社 会 学 者 ・哲 学 者 ユ ル ゲ ン ・ハ ー バ マ ー ス の理 論 を 詳 細 に検 討 す る に いた る。

そ の さ い論 者 は、1970年 か ら1983年 に か け て 執 筆 され た 一 連 の論 考 を コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力

論 と して と らえ な お し、 そ の 複 合 的 な 論 理 構 成 を解 明 す る こ と を 本 論 文 の課 題 と して 設 定 す

る。

第2章 「人 間 形 成 の 問 題 とハ ー バ マ ー ス 理 論」 で は、 か つ て の 西 ドイ ツ教 育 学 にお いて 、 人

間 形 成 の問 題 を と らえ るた め の 理 論 と して ハ ー バ マ ー ス 理 論 を受 容す る 動 き が あ った こ とが 主

題 化 され 、 西 ドイ ッ教 育 学 に よ るハ ー バ マ ー ス 受 容 の 特 徴 と限 界 が 明 らか に され る。 論 者 は 、

西 ドイ ツ 教 育 学 で のハ ー バ マ ー ス 受 容 にお け る重 要 な こ こ ろみ と して、 解 放 的 教 育 学 の流 れ の

な か で コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力 論 に着 目 したK.モ レンハ ウ アー の議 論 と、 『コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン行 為 の理 論』 にお け る 理 論枠 組 み の 教 育 学 的 な意 義 を批 判 的 に 吟 味 したJ.エ ル カ ー ス の 議 論

を 取 り上げ 、 そ れ らの 議論 が ハ ーバ マ ー ス 理 論 を どの よ うに理 解 しま た批 判 して い る か を 子細

に検 討す る。 論 者 は、そ う した検 討 を つ う じて、モ レンハ ウ アー の議 論 もエ ル カー ス の 議 論 も、

ハ ーバ マー ス理 論 の 可能 性 を十 分 に 引 き 出せ て は い な い こ とを指 摘 す る とと も に、 ハ ーバ マー

ス 理 論 を コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 能 力論 と して と らえ な おす こ と こそ が 人 間形 成 の 問題 を 解 明 す る

理 論 と してハ ー バ マ ー ス理 論 を 生 かす 有 望 な道 筋 で あ る こ とを主 張 す る。

第3章 「「コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力論 」 の展 開過 程 」 にお いて は、1970年 か ら1983年 に い た る

一 連 の論 考 が 年 代 順 に4グ ル ー プ に分 け られ 、 そ れ ぞ れ の時 期 ご と の到 達 点 が 詳 細 に検 討 され

る。 第1期 の論 考 は、「普 遍 的語 用 論 ・コ ミュ ニ ケー シ ョン能 力論 にか ん す る考 察 」(1970/71

年)お よ び 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力 論 にか んす る 予備 的考 察 」(1971年)で あ る。 論 者 に よ る

と、 こ こで い う コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力 と は、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン に参 加 して い る者 が 発 話 の

さ い に文 法 的 な 規 則 体 系 に従 う力 の こ とを 意 味 して い る。 第2期 の論 考 は 、 「相 互 行 為 能 力 の

発 達 にか ん す る ノー ト」(1974年)で あ る。 論 者 に よ る と、 こ こで は 、認 知 能 力 、言 語 能 力お よ

び 相 互 行 為 能 力 と い う三 つ の 次 元 に コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力 を区 別 す る とい う考 え 方 が 示 され

て お り、しか も相 互 行 為 能 力 と い う次元 が 重 視 され て い る 。 さ らに この 論考 で は 、コ ミ ュニ ケ ー

シ ョ ン能 力 の 発 達 段 階 を整 序 しよ う とす る 関 心 が 示 され る が、 そ れ に か んす る解 明 は まだ 不 十

分 の まま に と ど まっ て い る 。第3期 の 論 考 は、 「道徳 発 達 と 自我 アイ デ ンテ ィテ ィ」(1976年)

で あ る。 論 者 に よ る と、 こ こで は、L.コ ー ルバ ー グ の道 徳 意 識 の発 達 段 階論 が 引 き 合 い に 出 さ

れ 、 役 割 適 性 の ヒエ ラル ヒー化 とい うハ ーバ マー ス独 自の考 え方 を も とに相 互 行 為 能 力 の 発達

段 階 と道 徳 意 識 の 発達 段 階 とが 関連 づ け られ つ つ整 序 され る。 しか し こ こで は、 役 割 適性 の ヒ
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エ ラル ヒー 化 とい う こ と につ い て の 説 明 は不 十 分 で あ る。第4期 の 論 考 は 、「道 徳 意 識 とコ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン行 為 」(1983年)で あ る。 論 者 に よ る と、 こ こで は 、パ ー ス ペ ク テ ィヴ構 造 の 複 合

的 発 達 とい うハ ー バ マ ー ス独 自の考 え方 が示 され 、 そ の考 え方 に 基 づ い て、 相 互行 為 の プ レ慣

習 的 段 階 か ら、慣 習 的 段 階 そ して ポ ス ト慣 習 的段 階 へ とい た る 発 達 の 論 理 が 整 序 さ れ る に い た

る。 論者 は 、 こ う した検 討 を つ う じて、 この論 考 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 論 の 到達 点 と して

位 置 づ け られ る こ とを 明 らか に す る。

第4章 「普 遍 的 語 用 論 対 話 関係 の 論 理 の析 出」 に お いて は、 『コ ミ ュニ ケ ー シ ョン行 為

の理 論 』(1981年)に お け る普 遍 的語 用 論 の完 成 が コ ミ ュニ ケー シ ョ ン能 力論 の 展 開 に いか な る

意 味 を持 っ た の か が検 討 され る。 論 者 に よ る と、 パ ー ス ペ クテ ィ ヴ構 造 の複 合 的発 達 とい う構

想 を基 軸 と して相 互 行 為 の発 達 段 階 を整 序 す る と い う見 解 を提 示す る こ とが で き た の は、 普 遍

的語 用 論 の確 立 に よ っ て発 話 行 為 の一 般 的構 造 を析 出す る とい う仕 事 が ひ と とお りの完 成 を み

たか らに ほ か な らな い。そ の さ い論 者 が と りわ け強 調 す る のが 、普 遍 的語 用 論 の確 立 に よ っ て、

話 し手が か かげ る妥 当要 求 を互 い に承 認 す る と い う対 話 関 係 の論 理 の析 出が 十 全 に な され た と

い う点 で あ る。 そ の こ とに よ り、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン行 為 や デ ィ ス クル ス とい っ た基 礎 概 念 を

首 尾 一 貫 した論 理 で 説 明す る視 座 が 獲 得 され た の で あ り、 パ ー ス ペ ク テ ィ ヴ構 造 の複 合 的 発 達

と い う考 え方 で相 互 行 為 の発 達 段 階 を整 序 す る視 点 が 準 備 され た ので あ る。

第5章 「「コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力 論 」 の論 理 構 成 」 で は、 「道 徳 意 識 とコ ミ ュニ ケ ー シ ョン

行 為 」 にお いて 展 開 され て い るパ ー ス ペ クテ ィヴ 構 造 の 複 合 的 発 達 とい う考 え方 につ いて 詳 細

な 検 討 が 加 え られ る。 論 者 に よ る と、 この論 考 に お いて は 、 行 為 者 の とるパ ー ス ペ クテ ィ ヴ構

造 に も とつ いて 、相 互 行 為 の プ レ慣 習 的 段 階 、慣 習 的 段 階 お よ び ポ ス ト慣 習 的段 階 が 整 序 され 、

また そ こ にみ られ る発 達 の論 理 が 析 出 され て い る 。 こ こで い うパ ー ス ペ クテ ィ ヴ構 造 の複 合 的

発 達 とは 、 話 し手 パ ー ス ペ クテ ィヴ と世 界 パ ー ス ペ ク テ ィヴ が そ れ ぞ れ 形 成 され 、 さ らに はそ

の 両 者 が 統 合 され る こ と を指 して い る。 こ こで 論 者 は、 ハ ー バ マ ー ス が 用 い るパ ー ス ペ ク テ ィ

ヴの 概 念 に検 討 を加 え る。 話 し手 パ ー ス ペ ク テ ィ ヴ とは、 発 話 状 況 そ れ じた い にお い て 設 定 さ

れ コ ミ ュニ ケ ー シ ョン上 の役 割 と結 び つ い た パ ー ス ペ ク テ ィ ヴ の こ とで あ り、 こ う した パ ー ス

ペ ク テ ィ ヴ を と る こ と によ っ て行 為 者 は 、 人称 代 名詞 を適 切 に 使 い分 け て 問 主 観 的 な 関 係 を保

ち 、あ る い は 発 話 の行 為 遂行 的 な意 味 を理解 して行 為 指 向 の互 換 性 を保 つ こ とが で き る。 他 方、

世 界 パ ー ス ペ ク テ ィヴ とは、 世 界(主 観 的 世界 、 客 観 的世 界 、 社 会 的 世 界)に た いす る 態 度 と

結 び つ い た パ ー ス ペ ク テ ィヴ の こ とで あ り、 行 為 者 は、 このパ ー ス ペ ク テ ィ ヴ を獲 得 す る こ と

に よ っ て 、 生活 世 界 か ら切 り離 さ れ た コ ミュニ ケー シ ョン の 内容 と して何 らか の こ とを テ ー マ

化 し うる よ うに な る。

さ らに 論 者 に よ る と、 ハ ー バ マ ー ス は行 為 者 の と るパ ー ス ペ ク テ ィ ヴ構 造 に よ って 相 互 行 為

の三 つ の段 階 を 区別 す る。 まず 相 互 行 為 の プ レ慣 習 的 段 階 にお いて は、 我 一汝 パ ー ス ペ ク テ ィ

ヴ を とる こ とに よ っ て、 自分 と相 手 の行 為 指 向 が 交 換 可 能 な も の と して 結 び つ け られ る。 さ ら

に観 察 者 のパ ー ス ペ クテ ィ ヴが 相 互 行 為 の領 域 に入 り込 む こ と を契 機 と して 、 慣 習 的 段 階 へ の

移 行 が な され る。 こ こで は 、話 し手 パ ー ス ペ クテ ィ ヴが 完 成 す る と と も に、世 界 パ ー ス ペ クテ ィ

ヴ も完 成 す る。 た だ し ここで は 、 こ の二 つ の パ ー ス ペ ク テ ィ ヴは まだ 分 離 した ま まで あ る。 次

いで 、 話 し手 パ ー ス ペ クテ ィ ヴ と世 界 パ ー ス ペ クテ ィヴ とが 結 び つ け られ て 相 互行 為 が お こな

わ れ る段 階 が 、 ポ ス ト慣 習 的 段 階 で あ る。

さ らに論 者 は 、 ハ ー バ マ ー ス が これ ら三 つ の 段 階 のそ れ ぞ れ と関連 づ け て 道徳 意 識 を 説 明 し
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てい ることに着 目し、そ の論理構 成を解 明 してい る。そ のうえで論者は、コールバーグによる

道徳 意識 の発達段 階論 とハーバ マー スによるそれ とを比較 し、 コールバーグの発達段階論 が道

徳 的価値 の内容 をよ り適切 な順 に並べたものになっているの に対 し、ハーバマースの発達 段階

論 は純粋 に形式的 なパー スペ クテ ィヴ構造 に基 づ いて発 達 の論理 を整 えてい る ことを指摘 す

る。

第6章 「コ ミュニケー シ ョン と人 間形成」で は、以 上 の検 討 をふ まえ、ハ ーバマ ース のコ

ミュニケーシ ョン能 力論が 人間形成 の問題 への基礎視角 として いかな る意義を有 しているのか

について考察 が加 え られ る。論者 によると、 コミュニケー シ ョン能力論の視 角か らするな ら、

人間形成 はそ のつ どの対話 関係 のなかでパースペ クテ ィヴ構造が再編成 され、 それ に対応 した

道徳 意識が獲得 されて い く過程 として とらえなお され る。 さ らに論者は、 コミュニケーシ ョン

能力論は既存 の社会 的規範や道徳 的価値 の内容か らは 自由な形式で人間形成のあ り方 を説明す

る理論枠 組みである ことを指摘 する。 また論者は、 コミュニケー シ ョン能力論はポス ト慣 習的

段階の人間像 をたんな る理想や理念 として提示す るのではな く、人間形成の過程のなかに的確

に位置 づけて いる ことを強調す る。

以上のよ うに本論文は、ハー バマー スが コミュニケー シ ョン能力 をたんに言語 を操 る能 力 と

して とらえて いるのではな く相互行為 に参加する能力 として とらえ、 コミュニケーシ ョン能力

を道徳意識 と密接 に連関す るもの として と らえている ことを明 らか にした。 さらに本論文 は、

パ ースペクティヴ構造 の複合的発達、す なわ ち話 し手パ ースペ クテ ィヴと世界パースペクテ ィ

ヴの形成 と統合 というハーバマース の論理 を精緻 に跡づけ、 コミュニケーシ ョン能力の発達 を

パ ースペクテ ィヴ構造の あ り方か ら説 明す るハーバマースの理論的論理 を明示化 した。 その う

えで論者 は、個体 によって 内面化 され る価値 の内容ではな くパースペ クテ ィヴ構造のあ り方に

よってコミュニケー シ ョン能 力の発達 を説 明するハーバマースの理論的論理が、現代社会 の人

間形成 の問題 をと らえなおす うえで重要 な基礎 を提供す ることを主張す る。 論者は また、 これ

まで主 として社会的行為論な い し言語行為論 の文脈で検 討 されてきた コミュニケー シ ョン行 為

理論 をコミュニケー シ ョン能 力論 として、すなわち人間形成の問題 をと らえなおすための社会

学 的な基礎理論 として再構成 した。本論文は、ハーバマース研究 に新たな局面を切 り開いてい

るばか りでな く、社会的 コミュニケー シ ョン論の新たな展開に も寄与す るところが大きい。

よって、本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位 を授 与されるに十分な資格 を有す るもの と

認め られ る。
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